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教科書とノー トを開き、講義を聴く形式の授業が大半
を占める大学の授業の中で、「情報処理基礎科目」は、学
生一人ひとりが実践を通 して授業が進む形式であり、自
分たちの身に付くという点で、また息抜きの場としても
よかったのではないかと思う。
「情報処理基礎科目」を受講して、良かった点を挙げた
い。まず、先生はもちろん、TAの先輩方も親切丁寧に教
えて下さり、みんなからペースが遅れてもすぐに追いつ
ける環境は、安心 して取り組めた要素だったと思う。ま
た、些細な疑問は周囲の同級生に尋ねたりも した。一度
も話したことの無いクラスメー トと質問を通 じて仲良く
なり、一つの交流の場になったと思っている。
次に、「情報処理基礎科目」の今後の課題を挙げるとすれ
ば以下の2点ではないかと思う。まず、この授業は1年の
前期に履修するものである。しかし、私を含め周 りの学生
がワー ドで実験レポー トを書き、エクセルでデータ整理を
し始めたのは2年生や3年生の実験からだった。1年生の
実験は書く内容も少なく手書きで十分であり、エクセルを
利用する機会も無かった。2年生、3年 生と学年が進み、
実際に自分一人で、データ整理などを行うと、意外と分か
っていたようなことが出来ないという場面に出くわす。そ
んな時に感じたのは、「情報処理基礎科目」がもう少 し遅い
時期に開講されていたらよかったということである。自分
で使いこなしていく内に疑問は出てくるものであるし、そ
れが授業と並行して理解できるようなカリュキュラムであ
ったらよかったと思う。その方が、内容も深くなりより意
味のある授業になるのではないかと感じた。また、最終課
題はホームページの作成で終わったが、我々工学部の学生
としては、研究成果の発表などを行うことを考慮すると、
パワーポイン トを用いた発表で終わる方が今後に活かせる
のでないかと感じた。
最後に、最終学年を迎えた学生としての反省である。
共通教育科目である 「情報処理基礎科目」ではあるが、学
部や学科によって重視する部分が変わってくるので、学
生自身も将来を見据えた、主体的な授業への取り組みが
必要だと思う。
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